
第
４
回
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
、
５
つ

の
請
願
の
委
員
会
審
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。

区
議
会
へ
の
請
願
に
は
、
紹
介
議
員
が

必
要
と
な
り
ま
す
が
、
今
回
も
請
願
の
紹

介
議
員
に
な
っ
た
の
は
、
日
本
共
産
党
の

議
員
だ
け
で
し
た
。

提
出
さ
れ
た
請
願
は
次
の
５
つ
で
す
。

★
「
住
民
と
の
合
意
を
無
視
す
る
横
暴
な

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
工
事
に
関
す
る
請
願
」

（
環
境
建
設
委
員
会
に
付
託
）

★
「
２
０
１
０
年
度
の
年
金
確
保
に
関
す

る
請
願
」
（
福
祉
保
健
委
員
会
に
付
託
）

★
「
最
低
保
障
年
金
制
度
の
創
設
と
公
的

年
金
等
控
除
・
老
年
者
控
除
の
復
活
を
求

め
る
請
願
」
（
福
祉
保
健
委
員
会
に
付
託
）

★
「
『
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
法

案
』
を
、
即
時
に
臨
時
国
会
に
提
出
し
、

老
人
保
健
制
度
に
戻
す
請
願
」
（
福
祉
保

健
委
員
会
に
付
託
）

★
「
七
十
五
歳
以
上
の
医
療
費
の
無
料
化

を
求
め
る
請
願
」
（
福
祉
保
健
委
員
会
に

付
託
）

12
月
10
日
の
環
境
建
設
委
員
会
で
は
、

「
住
民
と
の
合
意
を
無
視
す
る
横
暴
な
マ

ン
シ
ョ
ン
建
設
工
事
に
関
す
る
請
願
」
の

主
旨
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

請
願
の
主
旨
は
、
「
Ｍ
建
設
が
、
近
隣

住
民
と
の
話
し
合
い
を
踏
み
に
じ
っ
て
マ

ン
シ
ョ
ン
建
設
を
強
行
す
る
の
で
、
合
意

の
も
と
で
工
事
を
進
め
る
よ
う
指
導
し
て

欲
し
い
」
と
い
う
も
の
で
す
。

Ｍ
建
設
が
行
っ
た
説
明
会
は
、
来
年
１

月
工
事
着
工
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
し
、

「
説
明
会
は
す
る
が
こ
れ
は
工
事
説
明
会

だ
か
ら
そ
れ
以
外
の
話
は
し
な
い
」

「
（
意
見
が
合
わ
な
い
時
は
）
踏
み
つ
ぶ

し
て
で
も
（
工
事
を
）
や
り
ま
す
」
な
ど

と
声
を
荒
げ
た
恫
喝
と
も
受
け
止
め
ら
れ

る
も
の
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

場
所
は
築
地
七
丁
目
、
変
則
交
差
点
付

近
の
敷
地
面
積
約
１
３
１
㎡
、
建
築
面
積

約
83
㎡
に
、
10
階
建
て
の
マ
ン
シ
ョ
ン
を

建
築
す
る
計
画
で
す
（
写
真
の
四
角
囲
み

が
予
定
建
物
の
イ
メ
ー
ジ
）
。

写
真
の
三
角
形
の
囲
み
は
、
史
跡
「
月

島
の
渡
し
跡
」
（
三
角
形
の
区
道
）
で
す
。

写
真
中
央
の
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
「
築
地

永
谷
コ
ー
ポ
ラ
ス
」
で
、
そ
の
管
理
組
合

が
今
回
の
請
願
者
に
な
っ
て
い
ま
す
。

委
員
会
で
は
、
私
（
志
村
）
が
、
紹
介

議
員
を
代
表
し
て
請
願
の
主
旨
説
明
を
し

ま
し
た
。

私
は
、
「
６
年
ほ
ど
前
に
計
画
が
出
さ

れ
、
こ
こ
数
年
、
表
だ
っ
た
動
き
は
な
か
っ
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た
の
に
、
突
然
、
建
設
会
社
が
変
更
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
無
視
し
て
工
事
説
明

会
が
始
め
ら
れ
た
。
近
隣
住
民
に
と
っ
て

は
「
寝
耳
に
水
」
の
話
で
、
建
設
会
社
の

横
暴
な
態
度
に
も
ビ
ッ
ク
リ
し
て
い
る
」

と
説
明
し
ま
し
た
。

設
計
図
で
は
、
２
階
以
上
の
住
戸
へ
の

入
り
口
（
写
真
の
右
側
の
四
角
囲
み
）
は
、

ツ
ツ
ジ
が
植
え
込
ん
で
あ
る
「
月
島
の
渡

し
跡
」
の
１
・
５
ｍ
巾
（
イ
メ
ー
ジ
と
し

て
写
真
太
い
線
で
は
さ
ま
れ
た
部
分
）
を

つ
ぶ
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た

計
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
工
事
中
は
、
「
仮
設
ト
イ
レ
」

「
流
し
」
「
水
槽
」
「
発
電
機
」
を
史
跡

部
分
に
設
置
し
、
「
仮
設
ト
イ
レ
」
（
写

真
左
の
四
角
）
設
置
で
は
、
史
跡
プ
レ
ー

ト
（
Ａ
）
や
桜
の
記
念
樹
（
Ｂ
）
を
ど
か

し
て
し
ま
う
計
画
で
す
。

私
は
、
こ
の
よ
う
な
工
事
計
画
に
つ
い

て
も
言
及
し
、
「
中
央
区
や
史
跡
関
係
者
、

近
隣
住
民
の
理
解
と
協
力
が
な
け
れ
ば
実

現
で
き
な
い
建
設
計
画
だ
。
話
し
合
い
を

望
む
請
願
者
の
思
い
、
近
隣
住
民
の
願
い

は
当
然
の
こ
と
」
と
請
願
の
採
択
を
求
め

し
ま
し
た
。

請
願
説
明
後
の
委
員
会
審
議
で
は
、
田

辺
七
郎
委
員
（
日
本
共
産
党
）
の
質
問
で
、

「
三
角
形
の
区
道
」
の
１
・
５
ｍ
の
占
用

（
使
用
）
許
可
は
ま
だ
お
ろ
し
て
い
な
い

こ
と
、
当
初
計
画
か
ら
年
月
が
た
っ
て
い

る
こ
と
と
あ
わ
せ
、
建
設
会
社
が
変
更
し

て
い
る
の
で
手
続
き
は
最
初
か
ら
や
り
直

さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
建
築
確
認
は
ま
だ

お
り
て
い
な
い
こ
と
が
、
区
の
担
当
者
か

ら
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

Ｍ
建
設
は
、
す
で
に
区
が
認
め
て
い
る

よ
う
な
話
し
ぶ
り
で
説
明
し
て
い
た
よ
う

で
す
が
、
今
後
の
事
実
解
明
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（３
５
３
６
ー
６
３
０
９
）

12
月
11
日
の
福
祉
保
健
委
員
会
で

は
、
全
日
本
年
金
者
組
合
東
京
都
本

部
中
央
区
支
部
か
ら
提
出
さ
れ
た
、

福
祉
・
医
療
関
係
の
４
つ
の
請
願
が

審
議
さ
れ
始
め
ま
し
た
。

「
２
０
１
０
年
度
の
年
金
確
保
に

関
す
る
請
願
」
の
主
旨
は
、
09
年
の

「
消
費
者
物
価
指
数
」
に
関
わ
ら
ず
、

高
齢
者
の
生
活
実
態
に
か
ん
が
み
、

10
年
度
年
金
の
減
額
改
定
を
行
わ
な

い
意
見
書
を
国
に
上
げ
て
も
ら
う
こ

と
で
、
「
最
低
保
障
年
金
制
度
の
創

設
と
公
的
年
金
等
控
除
・
老
年
者
控

除
の
復
活
を
求
め
る
請
願
」
は
、
最

低
保
障
年
金
制
度
の
実
現
と
公
的
年

金
等
控
除
・
老
年
者
控
除
の
復
活
を

行
う
よ
う
国
に
意
見
書
を
上
げ
る
こ

と
で
す
。

紹
介
議
員
を
代
表
し
て
ま
り
こ
勝

彦
議
員
が
主
旨
説
明
を
し
ま
し
た
。

「
『
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃

止
法
案
』
を
、
即
時
に
臨
時
国
会
に

提
出
し
、
老
人
保
健
制
度
に
戻
す
請

願
」
と
「
七
十
五
歳
以
上
の
医
療
費

の
無
料
化
を
求
め
る
請
願
」
に
つ
い

て
は
、
田
辺
七
郎
議
員
が
主
旨
説
明

を
行
い
ま
し
た
。

Ｂ
Ａ

仮設トイレ設置

玄関予定

史跡「月島の渡し跡」


